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事業実施地区（中学校区名） 雲南市立木次中学校 

事業実施公民館等名 

（中学校区内にある全ての公民館等） 

八日市地域づくりの会   三新塔あきば協議会 

新市いきいき会      下熊谷ふれあい会 

（地域自主組織の名称） 

桃源郷に泊まろう！ 

テーマ 

 中学校区内の４つの「交流センター」が合同で実施している「ふるまい向上事業」「地域の子どもた

ちと大人の交流事業」である。中でも木次中学校区の４つの地域自主組織では、定期的な連絡会を開

催し、地域の高齢者や子どもたちを対象に活動を合同事業として展開している。 

夏休み宿泊体験活動「桃源郷に泊まろう！」も４年目となった。今回はテントでの宿泊を中心と

し、炊飯活動・水遊び・キャンプファイヤーなど大人も参加できる内容で交流を一層深め目標を達成

することができた。 

 

実際の取組 

 

＜取組の概要＞ 

１目  的：地域の大人と子どもが、自然体験を通して交流を図るとともに 地域の良さ 

を体感し、児童相互の仲間意識を高めることができる。 

２実施期日：平成３０年８月３日（金）～４日（土） 

３実施場所：大東町上久野「桃源郷」 

４参加者 ：木次小学区児童   ５０名（４年以上） 

地域の大人スタッフ ２４名 

５活動内容 

 ◎７月７日（土）夏休み前に保護者対象に事前説 

明会を開催し、参加者募集チラシを配布する 

 ◎７月２３日（月）４地区地域自主組織の合同打ち合わせ会の開催 

  ・スタッフ：活動内容の確認、役割分担、買い出し分担等 

・児 童 ：グループ分け、係打ち合わせ、キャンプファイヤー出し物相談 

 ◎活動内容と日程 

【１日目】・テント設営‥５人グループ １０張 

・昼食準備‥カレーライス ・野外活動…川遊び 

・アユのつかみ取り 

・夕食‥ＢＢＱ、アユの塩焼き、おにぎり 

・キャンプファイヤー、花火 

事業名 「桃源郷に泊まろう！」…大人と子どもでふるさとの自然を体感しよう！… 

 

テントサイト 

キャンプファイヤー 

テーマの背景 

④ふるさとの魅力や価値に気づき、理解を深める学びの場を設定 
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テーマに迫るためのポイント 

・地域の４つの交流センターの合同事業としての取組が、幅広い年代の地域スタッフの参

加、事業経費の分担等に有効な活動として位置づけることができる。 

・学校では実施しにくい異学年間の子どもの交流が図れる地域活動として重要である。 

・地域の自然に触れ、地域の大人と子どもたちが交流することで、「地域の良さ」を体感で

きる活動として今後も継続事業として実施していく。 

今後の展望 

・子どもたちと年齢的に近い高校生にも、スタッフとしての参加を呼び掛けたい。 

・参加者の輸送に掛かる経費が多いため、予算確保だけでなく近場での実施会場の検討も

必要である。 

まとめ 

＜成果と課題＞ 

・継続４年目となり、学校・保護者の理解と協力を得ることができた。地域の大人の参加

も増え、交流活動としての目的と、野外体験活動を通して地域の良さを体感できる活動

となってきた。４年生から６年生まで３年間の継続参加者が増えているため、事業実施

後の保護者・児童の感想にも事業の継続を望む声が多く寄せられた。 

 

 

 

 

・地域スタッフに高校生や大学生の参加を呼び掛けたい。また児童、スタッフ約７０名の

輸送に多額の予算を必要とすることが課題である。 

 

 

 

 

 【２日目】 

 ・朝食作り…みそ汁、サラダ、ゆで卵 

・テント撤収作業と荷物整理 

・川遊びと沢探検 

 

◎食事づくりでは、地域スタッフと一緒に

学年を超えて役割分担をして、いきいき

と活動する姿が見られた。 

◎川遊び・アユのつかみ取りでは、時間を

忘れて夢中になって活動していた。 

 

 

募集チラシ 

川遊び 



～公民館を核とした持続可能な地域づくり推進事業～ 

公民館ふるさと教育推進事業 取組事例 

 


